
下関市職員簿記学校の1回目の研修で中尾下関市長から
「名誉校長」の委嘱状を受け取る石原関西学院大学教授
（右）（８月８日 下関市役所）
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行って！学んで！博物館！

錦絵「長府の沖」
歌川貞秀筆

下関市立歴史博物館蔵
（11月18日オープン予定）

寄港した廻船で
にぎわう赤間関（模型）

市民と市長を結ぶコラム

 http://www.city.shimonoseki.lg.jp/下関市長の部屋 検索

市
役
所
全
体
で
簿
記
に
取
り
組
み
ま
す

〜
下
関
市
職
員
簿
記
学
校
〜

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ

る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、

社
会
保
障
費
の
増
大
な
ど
、
地
方
自
治

体
の
財
政
状
況
は
、
今
後
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
会
計
で
あ
る
地
方
公
会

計
を
改
革
し
、
経
営
管
理
を
強
化
す
る

こ
と
で
限
ら
れ
た
財
源
を「
賢
く
使
う
」

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。
地
方
公
会
計
改
革
は
、
本
市
に

限
ら
ず
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に
共
通

の
最
優
先
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
に
総
務
省
か
ら
全
国

の
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
平
成
29
年

度
中
に
複
式
簿
記
に
よ
る
新
会
計
基
準

を
導
入
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

複
式
簿
記
と
は
、
家
計
簿
の
よ
う
な
収

入
と
支
出
だ
け
の
記
載
で
は
な
く
、
財

産
や
借
金
の
状
況
も
反
映
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
後
、
市
役
所
の
全
て
の
職
場

で
複
式
簿
記
を
理
解
し
活
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
私

や
市
職
員
が
講
師
を
務
め
る
簿
記
研
修

を
実
施
。
こ
れ
ま
で
に
幹
部
職
員
か
ら

新
規
採
用
職
員
ま
で
の
対
象
職
員（
約
１

８
０
０
人
）の
３
分
の
１
に
当
た
る
約
600

人
が
受
講
し
、
簿
記
検
定
資
格
の
取
得

者
も
約
400
人
と
な
り
ま
し
た
。
各
職
場

で
も
簿
記
を
学
び
合
う
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
り
、
最
近
で
は
、
土
木
な
ど
の
技

術
職
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
ま
で
、

簿
記
を
学
ぼ
う
と
す
る
職
員
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

簿
記
研
修
を「
下
関
市
職
員
簿
記

学
校
」と
命
名
し
、
自
学
自
習

の
意
識
を
高
め
る
よ
う
研
修

内
容
を
見
直
し
、
既
に
資
格
を
持
っ
た

職
員
が
資
格
取
得
に
挑
戦
す
る
職
員
の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
支
援
体
制

を
充
実
さ
せ
、
研
修
効
果
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
私
は
校
長
を
務

め
、
引
き
続
き
講
師
と
し
て
も
登
壇
す

る
予
定
で
す
。

　
８
月
８
日
の
第
１
回
研
修
で
は
、
総

務
省
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
も
歴
任

し
、
公
会
計
改
革
の
第
一
人
者
で
あ
る

石
原
俊
彦
関
西
学
院
大
学
教
授
に「
名
誉

校
長
」の
委
嘱
を
行
い
、
特
別
講
義
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
会
計
基
準
を
導
入
後
、「
財
政
の
見

え
る
化
」を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
コ
ス
ト
意
識
と
優
れ
た

経
営
感
覚
が
必
要
で
す
。
市
役
所
全
体

で
簿
記
を
学
ぶ
機
運
を
高
め
、
新
会
計

基
準
を
理
解
す
る
職
員
の
裾
野
を
広
げ
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
下
関
海
峡
の
景
観
と

廻か
い

船せ
ん

を
画
い
た
錦
絵
で
す
。
作
者
は
、

鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

形
式
の
風
景
画
を
得
意
と
し
た

歌
川
貞
秀
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
全
国
的
な

交
通
・
流
通
網
が
整
備
さ
れ
、
そ
の

中
で
下
関
海
峡
を
経
由
し
て
日
本
海

沿
岸
と
大
坂
・
江
戸
を
結
ぶ
西
廻ま

わ

り

航
路
が
成
立
し
ま
す
。
日
本
海
沿
岸

や
西
日
本
な
ど
の
年
貢
米
は
、
主
に

こ
れ
ら
の
航
路
に
よ
っ
て「
天
下
の
台

所
」大
坂
に
送
ら
れ
、
赤
間
関
は
そ
の

中
継
地
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　
主
要
航
路
の
結
節
点
と
な
っ
た
赤

間
関
に
は
、
北
国
物
や
唐
物
を
は
じ

め
各
地
の
産
物
や
情
報
が
集
散
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

生
産
地
や
消
費
地

ま
で
行
か
な
く
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
産

物
の
取
り
引
き
が

出
来
る
赤
間
関
に

は
、
諸
国
の
廻
船

が
こ
ぞ
っ
て
集
ま

り
、
そ
の
取
り
引

き
の
仲
介
役
と
し

て
赤
間
関
商
人
が
活
躍
し
ま
し
た
。

特
に
日
本
海
沿
岸
か
ら
赤
間
関
や
大

坂
・
江
戸
を
目
指
す
廻
船
は
、
北き

た

前ま
え

船せ
ん

と
呼
ば
れ
、
こ
の
地
に
大
き
な
富

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
本
図
の
中
央
に
描
か
れ
た
廻
船
は
、

22
反た

ん

帆ほ（
帆
の
幅
が
約
16
メ
ー
ト
ル
）

で
す
か
ら
、
約
700
石
積
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
上
方
物
を
積
み
込
ん
だ
船
を

巧
み
に
操
る
船
員
の
姿
ま
で
生
き
生

き
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。「
出
船
千

艘そ
う

・
入
船
千
艘
」な
ど
と
形
容
さ
れ
た

赤
間
関
は
、
全
国
的
な
名
所
の
一
つ

と
し
て
錦
絵
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
は
全
国

に
知
れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
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